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　特集　協創でつながるまち丸亀 
　　　　新しい総合計画の内容は？ 

２ 

平成１７年度の決算状況をお知らせします 

都市計画マスタープラン地域別説明会 

４ 

５ 

まるがめ競艇で開催「ＳＧ第9回チャレンジカップ」 １０ 

市職員を募集します １７ 
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協
創
で
つ
な
が
る
ま
ち
丸
亀 

新
し
い
総
合
計
画
の
内
容
は
？ 

　
市
で
は
、
平
成
十
九
年
度
を
初
年

度
と
す
る
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
八
月

十
八
日
に
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
受
け
、
市
議
会
九
月
定
例
会

に
お
い
て
基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
総
合
計
画
は
、
市
の
最
上
位

計
画
と
し
て
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
総
合
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

基
本
構
想（
計
画
期
間
十
年
） 

　
基
本
構
想
は
、
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。 

市
の
将
来
像
を 

　
自
然
と
歴
史
が
調
和
し 

　
人
が
輝
く
田
園
文
化
都
市 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を 

　
協
創
で
つ
な
が
る
ま
ち 

丸
亀 

と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
民
が
生
活
に
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
、

ま
ち
に
愛
着
を
感
じ
る
た
め
に
は
、 

多
様
な
自
然
と
地
域
の
歴
史
や
文
化

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
「
身
近
な
自
然
と
歴
史
文
化

を
未
来
に
伝
え
る
ま
ち
を
創
る
」
を

一
つ
目
の
柱
と
し
、
基
本
計
画
で
そ

れ
を
二
つ
の
政
策
目
標
、
さ
ら
に
三

つ
の
施
策
目
標
に
区
分
し
て
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。 

■
政
策
目
標
Ⅰ
―

１ 

地
球
の
未
来
を
思
い
、
多
様
な
自
然 

を
尊
重
す
る
ま
ち【
自
然
と
の
共
生
】 

●
施
策
目
標
Ⅰ
―

１
―

１ 

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
暮
ら
し
や

事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
　 

・
地
球
温
暖
化
の
防
止
（
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
） 

・
循
環
型
社
会
の
構
築
（
ご
み
の
減

量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
） 

●
施
策
目
標
Ⅰ
―

１
―

2 

豊
か
な
自
然
の
な
か
に
、
ふ
れ
あ
い

の
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る 

・
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
（
土
器

川
の
保
全
と
活
用
、
里
山
の
整
備
、

緑
化
の
推
進
） 

■
政
策
目
標
Ⅰ
―

2 

ま
ち
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
、未
来
に

伝
え
る
ま
ち
【
歴
史
・
文
化
の
継
承
】 

●
施
策
目
標
Ⅰ
―

2
―

1 

歴
史
的
遺
産
の
価
値
が
理
解
さ
れ
、

守
ら
れ
て
い
る 

・
歴
史
的
景
観
の
保
全
（
伝
統
的
ま

ち
並
み
の
保
存
） 

・
文
化
財
の
保
護（
文
化
財
の
調
査
、

文
化
財
の
保
存
整
備
・
活
用
） 

　
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
る
原
因

の
一
つ
に
「
認
知
症
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
認
知
症
は
、脳
の
病
気
で
あ
り
、だ

れ
に
と
っ
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。 

ま
ず「
知
る
」こ
と
で
、
認
知
症
を
予

防
し
た
り
、
病
気
に
な
る
時
期
を
遅

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
迯
十
一
月
十
三
日
豺
・
午
後
三

時
半
〜
五
時 

と
こ
ろ
迯
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
四
階

研
修
室
一
・
二 

演
題
迯
知
っ
て
お
き
た
い
　
認
知
症 

講
師
迯
　
橋
正
彦
さ
ん
（
香
川
大
学

医
学
部
精
神
神
経
医
学
講
座
医
師
） 

※
駐
車
場
は
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
Ｊ
Ａ
跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

まちづくり通信1

企画課 蘂濆8839

　
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
す

べ
て
の
主
体
が
、
協
力
し
て
ま

ち
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
意
味

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
い
ま
す
。 

　
「
人
と
人
の
協
創
」「
自
然
や

歴
史
、
ま
ち
の
協
創
」「
市
民
と

行
政
の
協
創
」に
よ
り
、人
が
輝

く
ま
ち
を
創
り
ま
す
。 

「
協
創
」っ
て
な
に
？ 

五
つ
の
政
策
の
柱 

人と人 
「助け合い」 

 

協 創 自然や 
歴史、まち 
「交流」 

市民と 
行政 

「役割分担」 
 

政策の柱Ⅰ 

身
近
な
自
然
と
歴
史 

文
化
を
未
来
に
伝
え
る 

ま
ち
を
創
る 

 
自然との共生 

＜市民＞ 

・省エネルギーと環境に配慮し

　た生活を心がけましょう。 

・ごみを適正に分別し、減量化

　とリサイクルに努めましょう。 

・自然を大切にし、環境保護活

　動などに進んで参加しましょ

　う。 

＜行政＞ 
・率先して省エネルギーに努め
　ます。 
・ごみの効率的な収集、運搬と 
　適正な処理を行います。 
・市民のみなさんの環境保護活 
　動などを支援します。 
・自然環境の保全と育成に努め、 
　ふれ合いの場を整備します。 

協
　
創 

歴史・文化の継承 
＜市民＞ 

・まちの歴史や

　文化に触れ、 

　歴史的遺産を

　大切にしまし

　ょう。 

＜行政＞ 

・文化財を調査・

　保存し、学習

　や観光の貴重

　な資源として

　活用します。 

協
　
創 

※「協創」における「市民」には、市内で 
　活動する事業者や団体を含みます。 
 

【主な指標と目標値】 

指標の内容 基準値 ２３年度 ２８年度 

住宅太陽光発電システム設置件数／件 259 650 900

20.4 21 22

46 50 55

20 25 30

1,443 1,500 1,600笠島まち並保存センターへの年間来訪者数／人 

ごみの総収集量に占める資源ごみ収集量 
の割合／％ 

「歴史・文化が豊かで個性がある」と感じ 
る人の割合／％ 
 

「自然環境が保全されている」と感じる 
市民の割合／％ 

地 域 包 括 
支援センター 
蘂爛7955

介
護
予
防
講
演
会
Ⅱ 

知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症 

今
月
の 

テ
ー
マ 

◆「もの忘れ」は、老化現象の一つでだれでも表れます 
◆「認知症」は、最初は「もの忘れ」と区別がつきにくい病気です 

体験の一部分だけを忘れている 体験そのものを忘れている 

自分がもの忘れをしたことを認識している 自分がもの忘れをしたことを認識していない 

家族、自分の家の場所、季節を認識している 家族、自分の家、季節がわからなくなる 

健康なもの忘れ 

日常生活に支障はない 

認知症のもの忘れ 

日常生活に支障をきたす 

Ⅰ
　
身
近
な
自
然
と
歴
史
文
化
を
未

　
来
に
伝
え
る
ま
ち
を
創
る 

Ⅱ
　
日
常
生
活
が
営
み
や
す
く
に
ぎ

　
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
創
る 

Ⅲ
　
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

　
せ
る
ま
ち
を
創
る 

Ⅳ
　
心
豊
か
な
人
が
育
ち
誰
も
が
生

　
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち
を
創
る 

Ⅴ
　
自
治
・
自
立
の
ま
ち
を
創
る 

基
本
計
画（
計
画
期
間
五
年
） 

　
基
本
計
画
で
は
、
こ
の
五
つ
の
政

策
の
柱
を「
政
策
目
標
」、
さ
ら
に「
施

策
目
標
」に
区
分
し
、目
標
達
成
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
や
事
業
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
協
創
」
と
い

う
考
え
の
中
で
、
施
策
を
進
め
る
た

め
に
市
民
と
行
政
が
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
る
べ
き
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
標
の
達
成
度
を
測
る
た
め

に
施
策
ご
と
に
指
標
を
定
め
、
将
来

的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
政
策
の
柱

Ⅰ
」
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

次
回
か
ら
、
残
り
の

四
つ
の
政
策
の
柱
の

内
容
に
つ
い
て
順
次

紹
介
し
ま
す
。 
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財 政 課 
蘂濆8803

平
成
十
七
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

〜
持
続
で
き
る
財
政
構
造
を
目
指
し
〜 

　
市
で
は
、「
丸
亀
市
財
政
状
況
の
作

成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
財
政
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
決
算
は
、
合
併
後
初

め
て
の
年
間
を
通
じ
て
の
決
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
歳
出
の
状
況 

　
平
成
十
七
年
度
丸
亀
市
の
歳
入
決

算
の
総
額
は
四
百
二
十
六
億
七
千
八

十
七
万
円
と
な
り
、
平
成
十
六
年
度

と
比
較
し
て
六
億
七
千
七
百
三
十
三

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
市
税
は
約

二
億
八
千
万
円
の
増
加
と
な

り
、
地
方
交
付
税
は
総
額
抑

制
が
続
く
中
、
合
併
関
連
措

置
分
四
億
八
千
万
円
が
追
加

さ
れ
て
二
億
八
千
九
百
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
一
般
財

源
の
不
足
に
よ
り
、
基
金
を

約
十
四
億
五
千
万
円
取
り
崩

し
、
財
源
不
足
に
対
応
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
歳
出
総
額
は
四
百
六
億
六

千
百
八
十
万
円
と
な
り
、
平
成
十
六

年
度
と
比
較
し
て
九
億
四
千
三
百
九

十
二
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
行
財
政
改
革
を

進
め
る
中
、
各
費
目
で

総
額
抑
制
に
努
め
た
も

の
の
、
社
会
保
障
関
連

経
費
の
増
加
や
合
併
振

興
基
金
な
ど
の
積
立
て

に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
性
質
別
決
算
の 

　
状
況 

　
次
に
性
質
別
決
算
の 

状
況
で
は
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
が
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
数
な
ど
の
減
に
よ
り
約

七
億
三
千
四
百
万
円
の
減
少
、
ま
た

公
債
費
が
約
一
億
五
千
三
百
万
円
減

少
し
た
も
の
の
、
社
会
保
障
関
係
経

費
で
あ
る
扶
助
費
は
、
対
象
者
の
増

加
な
ど
に
よ
り
約
六
億
二
千
六
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

合
併
特
例
債
事
業
や
国
庫
補
助
事
業

に
よ
り
市
民
ひ
ろ
ば
や
ひ
ま
わ
り
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
が
、
庁
舎
改
修
な
ど
の
合
併

関
連
事
業
や
継
続
事
業
な
ど
の
完
了

に
よ
り
十
一
億
九
千
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。 

　
特
別
会
計
の
状
況 

　
特
別
会
計
の
う
ち
、
競
艇
事
業
は

平
成
十
六
年
度
は
赤
字
決
算
で
し
た

が
、
経
費
削
減
や
大

き
い
レ
ー
ス
、
場
間

場
外
発
売
を
増
や
す

な
ど
し
、
平
成
十
七

年
度
は
約
四
億
三
千

万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。 

　
市
債
の
状
況 

　
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
三
百
二

十
五
億
千
三
百
五
十
六
万
円
、
特
別

会
計
は
百
九
十
四
億
二
千
七
百
六
十

万
円
で
す
。
昨
年
と
比
較
し
て
一
般

会
計
の
約
二
十
三
億
三
千
万
円
の
増

加
は
、
合
併
振
興
基
金
の
積
立
て
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
一
般
会
計

の
市
債
の
う
ち
約
三
十
％
を
占
め
て

い
る
減
税
補
て
ん
債
、
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
国
の
特
例
措
置
に
よ
り
発

行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
後
年
度
に

お
い
て
地
方
交
付
税
に
全
額
算
入
さ

れ
ま
す
。 

　
市
有
財
産
な
ど
の
状
況 

　
出
資
に
よ
る
権
利
に
は
、
香
川
県

信
用
保
証
協
会
出
捐
金
、
丸
亀
市
土

地
開
発
公
社
出
資
金
、
丸
亀
市
水
道

事
業
会
計
出
資
金
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
基
金
は
、丸
亀
市
土
地
開
発
基
金
、

丸
亀
市
教
育
文
化
体
育
基
金
な
ど
で

す
。 

　
基
金（
市
の
貯
金
）を
市
民
一
人
当

た
り
で
計
算
す
る
と
、
約
十
六
万
三

百
九
十
六
円
に
な
り
ま
す
（
平
成
十

八
年
四
月
一
日
現
在
の
人
口
十
一
万

八
十
四
人
）。 

　
財
政
の
健
全
化 

　
丸
亀
市
の
財
政
状
況
は
、
三
位
一

体
の
改
革
の
進
展
に
よ
り
国
庫
補
助

金
、
地
方
交
付
税
の
削
減
が
続
く
中
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
収
入

に
見
合
っ
た
持
続
で
き
る
財
政
構
造

を
目
指
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め

て
い
ま
す
。 

《一般会計　歳入》 

《性質別決算状況》 

《特 別 会 計》 

《一般会計　歳出》 

市 税  
地 方 譲 与 税  
地方消費税交付金 
地方特例交付金  
地 方 交 付 税  
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
繰 入 金  
諸 収 入  
市 債  
そ の 他  
合　　　計 

129億8,499万円 
7億8,365万円 
10億1,488万円 
4億2,994万円 
68億8,731万円 
7億8,166万円 
10億2,040万円 
36億9,772万円 
20億8,116万円 
7億8,590万円 
14億5,651万円 
24億741万円 
56億880万円 

27億3,054万円 
426億7,087万円 

科　　目 金　　額 
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農林水産業費 
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
災 害 復 旧 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
合　　　計 

3億5,008万円 
92億5,916万円 
113億6,833万円 
40億2,953万円 
2億4,245万円 
7億7,050万円 
7億4,884万円 
44億859万円 

13億4,997万円 
37億8,236万円 
4億7,788万円 
38億7,411万円 

0 
406億6,180万円 

《市有財産などの状況》 
種　　別 

地　域 

綾　歌 

飯　山 

周　辺 
市街地 
 

中　心 
市街地 
 

城坤、城南 
土器 

飯野、川西 
郡家、垂水 

栗熊、岡田 
富熊 
 
飯　山　南 
飯　山　北 

城北、城西 
城乾 

市民会館2階 
第2･3会議室 

市民会館2階 
第2･3会議室 

サンビレッジ土器川 
2階多目的ホール 

栗熊コミュニティセンター 
3階多目的ホール 

飯山市民総合センター 
4階多目的ホール 

１１月２２日貉 
午後7時 

１１月２４日貊 
午後7時 

１１月２０日豺 
午後7時 

１１月２１日貂 
午後7時 

１１月２７日豺 
午後7時 

旧丸亀 
南　部 

コミュニティ 日　　時 場　　　所 

保有量 

土 地  
（うち共有林） 

建 物  

出 資 による  
権 利  

債 権  

基 金  

有 価 証 券  

6,682,184裃 
（1,030,444裃） 

495,622裃 

13億1,534万円 
 

34億4,219万円 
176億5,706万円 
2億8,127万円 

科　　目 金　　額 

《市債の状況　一般会計》 

総 務 債  
民 生 債  
衛 生 債  
農 林 水 産 業 債  
土 木 債  
消 防 債  
教 育 債  
減 税 補 てん 債  
臨時税収補てん債 
臨時財政対策債 
災 害 復 旧 債  
合　　　計 

 

29億7,408万円 
15億1,086万円 
25億6,668万円 
6億7,543万円 
86億5,760万円 
6億8,855万円 
52億651万円 

29億9,143万円 
4億3,477万円 
66億6,185万円 
1億4,580万円 

325億1,356万円 
 

区　　分 １７年度末償還残高 

《市債の状況　特別会計》 

公共下水道事業債 
農業集落排水事業債 

国民健康保険診療 
所事業債 
駐車場整備事業債 

老人ホーム事業債 
合　　　計 

171億6,377万円 
14億4,366万円 

5,484万円 
 

7億4,794万円 
1,739万円 

194億2,760万円 

区　　分 １７年度末償還残高 

競 艇 特 別 会 計  
国民健康保険特別会計  
国民健康保険診療所特別会計 
公 共 下 水 道 特 別 会 計  
駐 車 場 特 別 会 計  
老 人 保 健 特 別 会 計  
介 護 保 険 特 別 会 計  
農業集落排水特別会計  
養護老人ホーム特別会計 

合　　　　計 

480億6,756万円 
99億8,407万円 
1億2,780万円 
36億3,165万円 
2億7,271万円 

117億6,716万円 
55億5,946万円 
4億5,766万円 
3億604万円 

801億7,411万円 

476億3,465万円 
96億2,225万円 
1億2,664万円 
36億1,947万円 
2億7,271万円 

117億4,614万円 
55億2,074万円 
4億5,500万円 
3億593万円 

793億353万円 

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 

※平成１７年度末現在 

※説明会は1時間半程度を予定しています 

都市計画マスタープラン地域別説明会 
都市計画課 蘂濆８８１２ 

　市では、現在、将来のまちづくりの大切な基本方針となる

都市計画マスタープランを策定しています。 

　今回、地域住民のみなさんの意見を伺うため、土地利用の

状況や都市の形成過程を考慮し、市内を５地域に分け、地域

別説明会を開催します。多数の参加をお待ちしています。 

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

総額 

100％ 

406億6,180万円 

人件費 
9393億4,9914,991万円万円 

23.023.0％ 

扶助費 
5454億3,8963,896万円万円 

13.413.4％ 

投資的経費 
4848億8,4518,451万円万円 

12.012.0％ 

物件費 
46億1,136万円 
11.411.4％ 

補助費等 
3737億640640万円万円 

9.19.1％ 

繰出金 
36億6,062万円 

9.09.0％ 

積立金  
3939億72707270万円万円 

9.89.8％ 

公債費 
3838億7,4117,411万円万円 

9.59.5％ 

人件費 
93億4,991万円 

23.0％ 

扶助費 
54億3,896万円 

13.4％ 

投資的経費 
48億8,451万円 

12.0％ 

物件費 
46億1,136万円 
11.4％ 

補助費等 
37億640万円 

9.1％ 

その他 
経費 

義務的 
経費 

投資的 
経費 

繰出金 
36億6,062万円 

9.0％ 

貸付金 9億4,783万円 
2.3％ 

積立金  
39億7270万円 

9.8％ 

維持補修費 2億1,540万円 
0.5％ 

公債費 
38億7,411万円 

9.5％ 



　国民年金はみんながお互い

に協力して、将来の生活を支

え合う制度です。国民年金で

は、老後に受け取る「老齢基礎

年金」だけでなく、病気やけが

で障害の状態になったときは

「障害基礎年金」が、加入者本

人が亡くなったときは「遺族

基礎年金」が支給されます。

　ただし、一定の納付要件な

どを満たしていないと年金は

受給できません。 

　丸亀市では、少子化の進行

や中心部から周辺地域への人

口流動などにより、西中学校

と南中学校の生徒数に格差が

生じています。 

　そこで、教育委員会では、西

中学校の校舎改築を機に、「丸

亀市立小中学校学区制調査委

員会」で審議するとともに、ア

ンケート調査を実施するなど

検討を進めてきました。 

　その結果、西中学校区と隣

接する城南小学校の中学校通

学区域を見直すことにしまし

た。 

通学区域：城南小学校の通学

区域に住所を有する児童は、

中学校への就学に際しては、

西中学校または南中学校のい

ずれかの中学校に入学するこ

ととする。 

開始時期：平成19年 
４月１日以後に入学 

する児童に適用する。 

国民年金保険料はきちんと納めましょう 
～11月は「ねんきん月間」です～ 
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地
域
で
防
ご
う
児
童
虐
待 

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間 

保険年金課 蘂濆８８４２ 
綾歌市民総合センター 
市民生活課 蘂燉５７０２ 
飯山市民総合センター 
市民生活課 蘂爛７９５４ 

児童課 蘂濆8808

学校教育課 蘂濆8821
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
は
、
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
な
ど

様
々
な
も
の
が
あ
り
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
暴
力
を
な
く
す
た
め
に
は
、

人
々
が
暴
力
に
つ
い
て
正
し
く
認
識

す
る
こ
と
、
被
害
者
が
相
談
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
相
談
機
関
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
一
度
ご
相
談
を
。 

女
性
女
性
へ
の 

暴
力
暴
力
を
な
く
そ
う 

女
性
へ
の 

暴
力
を
な
く
そ
う 

男
女
共
同
参
画
室
蘂
濆
8
8
3
9
　
 

こんなとき こんな年金が 

※子とは、「１８歳になる最初の年度末までの子」か「２０歳未満で障害等級1･2級である子」のことです。 

どのようなもの？ 

老
齢
基
礎
年
金 

障
害
基
礎
年
金 

遺
族
基
礎
年
金 

受給するためには？ 年金額は？（平成18年度年額） 

　25年以上の資格期間のある人が、

65歳になったときに受けられる年

金です。希望すれば、65歳前（繰

り上げ）や66歳以降（繰り下げ）に

受けることもできます。ただし、

この場合は年齢に応じて減額（増

額）されます。 

　国民年金の保険料を

納めた期間や保険料の

免除期間、厚生年金や

共済組合に加入した期

間などを合わせた期間

が、原則25年以上ある

ことが必要です。 

　20歳から60歳になるまでの40年

間保険料を納めた場合、満額受給

できます。ただし、未納期間や免

除期間がある人は、その期間に応

じて減額されます。 

　子がいる場合は、子の人数に応

じた加算があります。 

　子の人数に応じた加算があります。 

　次のいずれかに該当
することが必要です。 
①初診日または死亡日
がある月の前々月まで
の期間のうち保険料を
納めた期間（免除期間
などを含む）が３分の
２以上あること 
②初診日または死亡日
の属する月の前々月ま
での1年間に保険料の
未納がないこと 

　国民年金に加入中や60歳から65

歳になるまでの期間、20歳前の病

気やけがで国民年金法に定める

障害等級（1級、2級）の障害の

状態になったときに受けられる

年金です。 

　国民年金の加入者が亡くなっ

たとき、その人によって生計を

維持されていた「子のいる妻」

または「子」が受けられる年金

です。 

792,100円（満額） 

1級 990,100円 
2級 792,100円 

子が1人いる妻 

子1人 

1,020,000円 
792,100円 

城南小学校の中学校通学区域を見直し 

　
児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
親
権

を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
、
そ
の

他
の
者
で
児
童
を
監
護
す
る
者
）
が

そ
の
監
護
す
る
児
童
（
十
八
歳
に
満

た
な
い
者
）
に
対
し
、
次
の
行
為
を

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

　
児
童
虐
待
の
種
類 

　 

           

　
し
つ
け
の
つ
も
り
で
も
、
子
ど
も

の
心
身
に
著
し
い
害
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
し
つ
け
で
は
な

く
、
虐
待
と
な
り
ま
す
。
間
違
っ
た

こ
と
に
は
、
愛
情
を
も
っ
て
本
気
で

し
か
り
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。 

　
し
か
し
、
暴
力
で
し
か
る
こ
と
は

子
ど
も
の
反
省
に
は
な
ら
ず
、
成
長

す
る
力
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

が
成
長
す
る
力
は
、
安
心
と
安
全
が

保
障
さ
れ
「
愛
さ
れ
て
い
る
」
と
感

じ
な
い
と
働
か
な
い
の
で
す
。 

　
児
童
虐
待
の
サ
イ
ン 

　
児
童
虐
待
に
は
何
ら
か
の
兆
候
が

見
ら
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
様
子
が

見
ら
れ
た
ら
、
虐
待
を
疑
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

《
子
ど
も
》 

・
不
自
然
な
傷
が
多
い
・
衣
類
が
い

つ
も
汚
れ
て
い
る
・
子
ど
も
の
泣
き

声
を
よ
く
聞
く
…
…
な
ど 

《
親
》 

・
子
ど
も
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
た
た
い

て
い
る
・
子
ど
も
を
置
い
て
よ
く
外

出
し
て
い
る
・
周
囲
と
の
交
流
が
な

く
孤
立
し
て
い
る
…
…
な
ど 

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
連
絡
が 

　
親
も
子
も
救
い
ま
す 

　
虐
待
に
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
に

連
絡
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
一
報
が
、
子
ど
も
ば
か

り
で
は
な
く
、
親
の
人
生
を
も
救

う
の
で
す
。 

　
連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
り
ま

す
。
た
と
え
虐
待
で
な
く
と
も
、

連
絡
し
た
人
に
迷
惑
が
掛
か
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

          

　
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か

な
成
長
、
親

子
の
笑
顔
は

社
会
み
ん
な

の
願
い
で
す
。

地
域
の
中
で
親
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

①
児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、
ま

　
た
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
力
を

　
加
え
る
こ
と
（
身
体
的
虐
待
） 

②
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

　
こ
と
、
見
せ
る
こ
と
（
性
的
虐
待
） 

③
言
葉
に
よ
る
脅
か
し
、
無
視
、
児

　
童
の
前
で
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力

　
を
行
う
こ
と
（
心
理
的
虐
待
） 

④
児
童
の
心
身
の
正
常
な
発
達
を
妨

　
げ
る
こ
と
、
食
事
を
与
え
な
い
な

　
ど
（
育
児
放
棄
・
ネ
グ
レ
ク
ト
） 

児童虐待の相談・連絡窓口 
　相談時間は、いずれも土・日曜日、
祝日を除く毎日（午前8時半～午後
5時）です。 
●市児童課家庭児童相談室 蘂澹２２０１
　市役所本館1階児童課 
●西部子ども相談センター 蘂濆３１７３
　中讃保健福祉事務所2階（※緊急時
　は２４時間対応） 

相談窓口 
◎緊急の場合は 110番 

丸亀市児童課女性相談 0877-23-2201

087-835-3211

0877-24-9961

087-832-3198

0877-22-0110

087-831-9110

087-831-0110 
プッシュ式♯9110

中讃保健福祉事務所 

香川県男女共同参画相談室 

香川県警総合相談室 

丸亀警察署警察安全相談係 

香川県子ども女性相談センター 
（配偶者暴力相談支援センター） 

月～土曜日（祝日を除く） 
9：00～21：00

月～金曜日（祝日を除く） 
8：30～17：00

月～金曜日（祝日を除く） 
8：30～17：00

月～金曜日（祝日を除く） 
8：30～17：00

24時間 

24時間 

月～金曜日（祝日を除く） 
8：30～17：00

香川県警性犯罪被害者専用相談電話 
（ハートフルライン） 

電話番号 相談時間 



●意見募集する計画 
　丸亀市国民保護計画（素案）は、市役所本

館１階案内所、防災対策室（本館４階）、綾歌・

飯山市民総合センター、本島・広島市民セ

ンター、各コミュニティセンターおよび市

ホームページでご覧いただけます。 

●意見の提出方法 
　郵送（〒763-8501市防災対策室）、ファク

ス（薨澹4073）、直接持参、市ホームページ
のパブリックコメントコーナーなどの方法

で住所、氏名、意見を記入し、11月28日貂

必着で提出してください。 

　詳しくは、市のホームページをご覧いた

だくか、市防災対策室までお問い合わせく

ださい。 
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庶　務　課 
防災対策室 
蘂濆8841

パブリックコメント（意見募集） 

丸亀市国民保護計画（素案） 

　
国
民
保
護
法
と
は 

　
正
式
に
は
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
」と
い
い
、平
成
十
六

年
九
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
国
民
保
護
法
」で
は
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
な
ど
の
武
力
攻
撃
な
ど
を

受
け
た
場
合
や
大
規
模
テ
ロ
が
発
生

し
た
場
合
な
ど
、
万
一
の
緊
急
事
態

に
備
え
、国
民
の
生
命
・
身
体
お
よ
び

財
産
を
保
護
し
、
被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
・
県
・

市
町
の
役
割
分
担
や
そ
の
具
体
的
な

措
置
を
規
定
し
て
い
ま
す
。 

　
計
画
の
策
定 

　
県
や
市
町
に
は
、
こ
の
法
律
に
よ

り
国
民
保
護
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
既
に
県
で
は
策
定

を
終
え
公
表
し
て
お
り
、
現
在
、
県

内
の
す
べ
て
の
市
町
に
お
い
て
、
今

年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
で
は
、
丸
亀
市
国

民
保
護
協
議
会
の
ご
意
見
や
み
な
さ

ん
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
反
映

し
て
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。 

　
計
画
の
主
な
内
容 

●
避
難 

　
万
一
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻
撃

が
迫
っ
た
場
合
、
国
は
警
報
を
発
令

し
、
知
事
に
避
難
措
置
の
実
施
を
指

示
し
ま
す
。 

　
知
事
は
、
避
難
す
る
べ
き
地
域
や

避
難
先
、
避
難
方
法
を
決
め
て
市
長

に
避
難
の
指
示
を
通
知
し
、
市
長
は

消
防
な
ど
を
指
揮
し
て
避
難
住
民
の

誘
導
を
行
い
ま
す
。 

●
救
援 

　
避
難
場
所
や
医
療
の
提
供
な
ど
の

避
難
住
民
の
救
援
活
動
は
、
県
が
中

心
と
な
っ
て
、
市
や
日
本
赤
十
字
社

な
ど
と
力
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。 

●
被
害
の
最
小
化 

　
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
、
国
が
中
心
と
な
っ
て
、
県
や

市
と
協
力
し
て
、
消
火
・
救
急
お
よ

び
救
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

丸
亀
市
国
民
保
護
計
画
を 

　
　
　
　
　
策
定
中
で
す 

学
習
機
会
の
充
実
と
情
報
提
供
望
む 

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜 

生涯学習課 
蘂濆1392

生涯学習 
推進計画 

　
市
で
は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
つ
つ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
体
系
的
・

計
画
的
に
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る

た
め
、
四
十
二
人
の
委
員
か
ら
な
る

生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を

七
月
三
十
一
日
に
設
置
し
、
計
画
の

素
案
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
や
ご
希
望
を
推
進
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
約
千
五
百
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
が
で
き
ま
し

た
の
で
、概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

回
収
率
は
、
三
十
五
・
六
％
で
し
た
。 

　
な
お
、詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

市
民
の
声（
自
由
記
述
よ
り
） 

・
学
習
環
境
の
整
備
（
駐
車
場

　
確
保
や
託
児
所
設
置
な
ど
） 

・
体
験
コ
ー
ス
や
初
心
者
が
入

　
り
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り 

・
こ
れ
か
ら
地
域
へ
の
貢
献
や

　
社
会
へ
の
還
元
を
し
た
い 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
学
習
情

　
報
提
供
の
充
実
を
望
む 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実 

この1年間に行ったボランティア活動は？ 

募金活動や災害援助活動 郷土芸能に関する指導 4.9％ 1.4％ 

地域の安全、防犯に関す 
る活動 

自然環境保護・環境教育 
に関する活動 9.8％ 2.2％ 

環境美化、リサイクル活動 スポーツ・レクリエーシ 
ョン指導 21.0％ 2.9％ 

子育てに関する支援活動 図書館などでの読み聞かせ 3.5％ 1.0％ 

高齢者や障害者への福祉 
活動 

保健・医療・衛生に関す 
る活動 4.3％ 1.2％ 

したことがない 
65％ 

無回答 
3％ 

頻繁にしている 
5％ 

80.6％ 

61.7％ 

41.7％ 

30.3％ 

26.9％ 

24.0％ 

19.4％ 

12.0％ 

10.9％ 

5.7％ 

10.9％ 

37.1％ 

3.4％ 

ある程度している 
12％ 

時々している 
15％ 

仕事が忙しくて 
時間がない 

52.8％ 

50.8％ 

25.0％ 

25.0％ 

22.4％ 

22.2％ 

11.4％ 

3.3％ 

初心者向け講座・ 
教室などの充実 

生涯学習についての 
情報を提供する 
利用時間の拡大 
（早期、夜間など） 

きめ細かな相談 
事業の充実 

利用手続きなどの 
簡略化 

専門的な職員や 
指導者の配置 
談話のできる 

サロンなどの充実 

きっかけや 
必要性がない 

時期・曜日・時間が 
合わない 

必要な情報が 
入手できない 

学習には 
費用がかかる 
育児や家事に 
時間がかかる 
一緒にする 

仲間がいない 
学習したい講座・ 

教室がない 
身近な所に 

学習施設がない 
家族・職場の 
理解がない 

その他 

その他 

特に理由がない 

無回答 

この1年間に生涯学習をしたことがありますか 

生涯学習をしたいと思ってもできない理由 

今後必要な生涯学習充実方策 

▲家の中へ避難 

地域の避難所へ▲ 
避難 

▲収容施設の設置、食品・飲料水の提供 
　生活必需品の提供、医療の提供など 

蜻救急・救助 

消火蜷  
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徳田課長から 
　ひとこと 

市民のみなさんと一緒に50年、 
100年先を見据えた魅力あるまち
づくりに取り組んでいきます。 

TEL：X8812　FAX：X8866 
Eメール：toshikei-k@city. 

marugame.lg.jp

職場紹介　澳 

です 

都市計画課 

　都市計画課は、安全、快適、秩序あるまちづく

りを行うため、次のような業務を行っています。 

◆土地利用計画などの都市計画の立案、策定 

◆市街地開発事業、都市景観などに関すること 

◆開発指導・許可、市営駐車場・駐輪場の管理 

　また、本年度は土地利用規制や道路、公園、下

水道などの施設の整備計画を策定する際の指針

となる「都市計画マスタープラン」を策定中です。 

都市計画課スタッフ 都市計画課スタッフ 

地域の話題、情報や 
快適なインターネットサービスを提供！ 

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、

様
々
な
固
定
観
念
が
存
在
し
、
人
権

侵
害
の
土
壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
何
気
な
く
「
最
近
の
若
者
の

態
度
は
…
…
」
と
言
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
言
葉
に
は
若
者
を
軽
視
す
る
意

識
が
潜
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
意

識
に
経
験
や
憶
測
、
う
わ
さ
な
ど
様 

々
な
要
因
が
重
な
る
と
固
定
観
念
が

形
成
さ
れ
ま
す
。固
定
観
念
は
、変
化

し
に
く
い
性
質
が
あ
り
、
好
き
嫌
い

の
感
情
や
優
劣
の
価
値
観
が
加
わ
る

と
偏
見
や
差
別
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　「
不
登
校
児
は
不
良
品
で
あ
る
」と

の
主
旨
の
発
言
を
し
た
人
が
い
ま
し

た
。
こ
の
発
言
は
、
固

定
観
念
が
言
葉
に
な
っ

て
表
面
化
し
た
も
の
で

す
。
人
の
良
い
と
こ
ろ

を
見
い
だ
す
心
を
な
く

し
、
不
登
校
児
の
願
い
や
思
い
を
も

奪
い
、
夢
や
希
望
も
摘
み
取
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
日
ご
ろ
か
ら
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
が

で
き
て
い
る 

か
、
自
己
点 

検
し
な
が
ら
、 

人
権
感
覚
を 

磨
く
こ
と
が 

大
切
で
す
。 

「
さ
っ
き
あ 

ん
な
こ
と
を 

言
っ
た
け
ど
、 

あ
れ
は
人
権
侵
害
だ
よ
ね
」と
か「
人

を
無
視
し
ち
ゃ
っ
た
ね
」
と
い
っ
た

言
葉
が
無
意
識
に
発
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
意
識
の
中
に
存
在
す
る
固
定
観

念
を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

わ
た
し
た
ち
の
人
権
・
同
和
問
題 

「
固
定
観
念
」に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方 

睚 

　
飯
山
町 

蜻
宮
武
　
由
佳
さ
ん 

ë
岡
田
保
3
歳
児
　
田
中
　
優
衣
ち
ゃん 

ë
岡
田
保
3
歳
児
　
古
市
　
　
尊
ち
ゃん 

ë
城
北
小
5
年
　
大
畑
　
祐
貴
さん 

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK

うちわの港ミュージアム 蘂濆７０５５ 

綾
歌
・
飯
山
地
区
の
有
線
放
送
を
廃
止 

　国の伝統工芸品「丸亀うちわ」の技術・技法を、県の
伝統的工芸士やベテラン職人が教えてくれます。 
　今回は、うちわ骨製造・貼り加工の全工程を7日間
で行います。 

■対象＝うちわに興味があり、製作意欲がある県内在
　住の人（年齢・性別は問いません） 
■とき＝１１月２３日豢（開講式）・２５日貍・２６日豸 
　　　　１２月2日貍・3日豸・9日貍・１０日豸・１６日貍 
■ところ＝うちわの港ミュージアム 
■定員＝１０人（応募者多数の場合は面接のうえ決定） 
■参加料＝無料（製作に必要な機材・材料などは、主
　催者で準備します） 
■申し込み方法＝申込書に必要事項を記入し、うちわ
　の港ミュージアム（港町３０７番地１５）へ 
■締め切り＝１１月１０日貊 

《講座応募要領》 

土・日曜日、祝日に開催 
ぜひご参加ください 

情
報
政
策
課
蘂
濆
8
8
0
1
　
 

　
綾
歌
・
飯
山
地
区
の
有
線
放
送（
電
話
）は
、

機
器
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
平
成
十
九
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
放
送
終
了
の
予
定
で
す
。

放
送
内
容
は
、お
お
む
ね
中
讃
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ

ョ
ン
㈱
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
中
讃
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
で
は
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
加
入
時
の
初
期
費
用
無
料
期
間
を
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。 

さ
ん 

9
競艇王チャレンジカップ で 

開催 11/21踈22踉23跫24踝25踞26跣 

11/23跫 

11/26跣 

11/21踈～26跣 

主なイベント オープン懸賞クイズ

ミニよしもと新喜劇新喜劇in丸亀競艇 ミニよしもと新喜劇in丸亀競艇 
時間/午前9時半 
ところ/イベント広場 
　　　ステージ 

まるがめ競艇のマスコットは、 

◯◯◯◯君です 

ハイビジョンプラズマテレビ 
デジタルカメラ 
さぬきうどんセット 

・・・・・・・・1人 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・3人 
・・・・・・・・・・・・・・２０人 

賞　品 

問　題 

◯に当てはまるカタカナ4文字をお答えください。 

ほか多数賞品あり 

時間/午前１０時半（各日500玉限定） 
ところ/東入場門上 ※県内有名うどん店が出店 

出演者/池乃めだか 
　　　吉田ヒロほか 

時間/①午前１０時半②午後1時 
ところ/わくわくランドステージ 

時間/①午前9時半 
　　②第8Ｒ発売中 
ところ/イベント広場ステージ 

仮面ライダーカブトショー 

狡2006　石森プロ・テレビ朝日・ＡＤＫ・東映 

金村義明の 
競艇いてまえトーク！！ 

スマイル君 

【応募方法】 
　官製ハガキにクイズの答え、住所（郵便番号）、
　氏名、電話番号と丸亀競艇に対するご意見・ご希
　望を明記して、下記までご応募ください。 
【応募先】 
　〒７６３-００１１丸亀市富士見町4-1-1 
　丸亀競艇「チャレンジカップクイズ」係 
【応募締め切り】 
　平成１８年１１月１４日貂必着 
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて
　いただきます。 
　詳しくは、丸亀市競艇事業部（蘂澹５１４１）または、 
丸亀競艇ホームページをご覧ください。 

▲富熊小3年　池田　遼太さん 

観覧無料 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
は
、
今
年
一
月
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
獲
得
賞
金
上
位
者
五
十
二
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
有

名
選
手
の
レ
ー
ス
を
生
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
レ
ー
ス
期
間
中
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
・
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 



“声”をお寄せください 

《ひまわりボックス》投書
箱を、市役所本館・別館玄
関ロビー、まなびらんど、
綾歌・飯山市民総合センタ
ー、各地区コミュニティセ
ンターに置いています 
《Ｅメール》市ホームペー
ジから投稿できます 
《ファクス》薨濆8860

◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

■弁護士無料法律相談　11月11日・午前９時、17日・午
後１時20分、12月２日・午前９時蜴会場は後日連絡蜴

申し込み＝相談日直前の木曜日・午前８時半～10時蜴

説明＝受け付け終了後（多数の場合は抽選）蜴申込先

＝直接、市生活課、◯綾・◯飯市民生活課へ　※相談は一人
年度内１回限りです。 

■行政相談　市役所：11月６日、栗熊◯コ：11月15日、◯飯：
11月６日・午前10時～午後３時 

■交通事故相談　午前９時～午後４時、市役所本館２
階交通事故相談室：祝日を除く月・火・水曜日、栗熊

◯コ：木曜日、◯飯：金曜日 
■市民相談　午前９時～午後４時、市役所本館１階市
民相談室：祝日を除く月・火・水曜日、栗熊◯コ：金曜
日、◯飯：木曜日 
■無料税務相談　毎週月曜日（祝日を除く）・午後１
時～３時蜴四国税理士会丸亀支部（蘂濆0041） 

■中高年齢者の職業相談と紹介　休日、土曜日を除く
毎日・午前９時～午後４時蜴丸亀市中高年齢者職業相

談室（蘂澪2117） 

■厚生年金・国民年金相談　11月15日・午前10時～午
後3時蜴市役所本館５階第３会議室 

■ふれあい相談　法律相談（要予約）＝ひまわりセン
ター：11月14日、綾歌保健福祉センター：11月８日、

飯山総合保健福祉センター：11月９日・午前９時～正

午、生活相談＝ひまわりセンター：11月７日、綾歌保

健福祉センター：11月15日、飯山総合保健福祉センタ

ー：11月30日・午前９時～正午、介護相談・安心でき

る住まいづくり相談＝11月21日・午前９時～正午、ボ

ランティア相談＝ひまわりセンター：祝日、土・日曜日

を除く毎日・午前９時～午後５時 

■少年相談　休日、土曜日を除く毎日・午前８時半～午
後５時蜴少年育成センター蜴電話相談（薔0120-734970） 

■子育て一日相談　川西◯コ：11月26日（蘂濬5519） 
■人権相談　市役所本館１階相談室：11月８日、栗熊
◯コ：11月１日・午前10時～午後３時 
■障害者相談・障害児（者）地域療育相談　市役所：毎
月第３木曜日・午後１時半～４時半、◯綾：毎月第１水
曜日・午後１時半～４時、◯飯：毎月第１水曜日・午前
10時～正午 

■定例農家相談　時間は午前９時から正午までです。
市役所：11月10日、栗熊◯コ：11月７日、◯飯：11月１日。
詳しくは、農業委員会（蘂濆8826）へ。 

■家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談　休日、
土曜日を除く毎日・午前８時半～午後５時蜴市役所本

館１階児童課（蘂濆8808）  

■職業相談　時間は午前９時から正午までです。栗熊
◯コ：毎月第３木曜日、◯飯業務課：毎月第３火曜日 

みんなみんなの相談室相談室 みんなの相談室 
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以
前
は
、
小
学
生
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
教
え
て
い
た
香
川
さ
ん
。「
子

ど
も
の
成
長
力
に
感
心
し
ま
し
た
」

と
語
る
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
散

歩
は
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
。
「
最
近

は
無
理
を
せ
ず
、
週
二
回
の
ペ
タ
ン

ク
を
中
心
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
す

よ
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
た
。 

▲陸上の練習 ▲あいさつ運動 

市民参加のページです。 

香川　照男さん 
（飯野町東分・７７歳） 

２０ 

20

QA

栗熊小学校 

自まんの学校 

20

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
に
は
、
自
ま
ん

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
あ
い
さ
つ
運
動
で
は
、
六
年
生
が

毎
朝
、
く
つ
箱
の
前
に
立
っ
て
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
の
子

が
先
に
元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
る
と
、

こ
ち
ら
ま
で
気
持
ち
良
く
な
っ
て
き

ま
す
。「
あ
い
さ
つ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

の
賞
状
を
も
ら
う
人
も
増
え
て
き
ま

し
た
。 

　
勉
強
を
す
る
時
で
は
、
二
年
生
以

上
は
担
任
以
外
の
先
生
に
教
え
て
も

ら
う
時
間
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
、図

工
、理
科
、国
語
な
ど
た
く
さ
ん
の
教

科
を
交
換
し
て
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
な
時
間
の
一
つ
だ
し
、

や
る
気
も
わ
い
て
き
ま
す
。 

　
四
年
生
以
上
全
員
参
加
の
音
楽
、

水
泳
、
陸
上
練
習
で
は
、
先
生
た
ち

が
優
し
く
厳
し
く
お
も
し
ろ
く
教
え

て
く
れ
る
し
、
み
ん
な
で
す
る
の
で

楽
し
い
で
す
。
文
化
祭

や
大
会
に
出
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。 

　
ぼ
く
た
ち
の
栗
熊
小

学
校
で
は
、
全
校
生
と

先
生
、
地
域
の
人
た
ち

が
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
、
明
る
く
元
気
で

楽
し
い
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。 

そ 

　
　
　
　
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
設

　
　
　
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
ど

の
よ
う
な
装
置
な
の
で
す
か
。 

　
　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
自
動
体
外
式

　
　
　
除
細
動
器
と
言
い
、
突
然
の

心
停
止（
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
）か
ら

命
を
救
う
た
め
、
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
心
臓（
心
室
細
動
）に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
状
態
に
戻
す

装
置
で
す
。 

　
平
成
十
六
年
七
月
一

日
か
ら
医
師
や
救
急
救

命
士
だ
け
で
な
く
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
官
公
庁
や
学

校
、
駅
、
空
港
な
ど
で
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。（
市
の
施
設
で
は
、
市
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
、
綾
歌
・
飯
山
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
、
本
島
・
広
島
市
民

セ
ン
タ
ー
に
設
置
） 

　
操
作
は
簡
単
で
、
音
声
ガ
イ
ド
に

従
っ
て
行
い
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必

要
か
ど
う
か
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
判
断
し
て

く
れ
ま
す
。
使
用
方
法
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

①
電
源
を
入
れ
ま
す 

②
パ
ッ
ド
を
は
っ
て
コ
ネ
ク
タ
を
差

　
し
込
み
ま
す 

③
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
シ
ョ
ッ

　
ク
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す 

　
な
お
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
前
に
、

迅
速
な
一
一
九
番
通
報
と
迅
速
な
心

肺
蘇
生
法
の
処
置
を
と
る
こ
と
が
、

傷
病
者
の
救
命
率
を
高
め
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

【
消
防
本
部
防
災
課
】 

こ
う 

そ
く 

電源ボタン 除細動パッド 

ショックボタン 

（写真の掲載は控えさせていただきます） 

コネクタ 



２３
　
日
 

宗古蘂澤8101 

葭　蘂澹8100整 

内 吉 田 病 院  
石川整形外科 
クリニック 

内 

整 

歯 

通　蘂澤7311 

天満蘂澹4010 

琴平蘂煬4182

三浦内科・みちこ小児科 
クリニック 

川井整形外科 
クリニック 

うつみ歯科医院 

11月の休日当番医 

診療時間・午前9時～午後6時 
医科（綾歌、飯山）、歯科については、各 
医療機関へお問い合わせください。 

3
日 

柞原蘂澤5629 
柞原蘂澪2828 
綾歌蘂燉3005

内 

脳 

内 

岸 本 医 院  
岸川脳神経外科 
楠原内科医院 

１２月

3
日 

郡家蘂濬6311 
琴平蘂煬3873歯 

岩 本 病 院  
前田歯科医院 

5
日 

土器蘂澹1377 
御供所蘂澤5627 
まんのう蘂煬0409

内 

外 

歯 

大久保内科医院 
大西外科医院 
岩山歯科医院 

２６
　
日
 

土器蘂澤2131 
城西蘂澹0231 
飯山蘂爛2010 
琴平蘂煬4822

内 

整 

小 

歯 

県立丸亀病院 
中 山 病 院  
杢保小児科医院 
安治川歯科医院 

１９
　
日
 

１２
　
日
 

内 

外 

外 

耳 

歯 

川西蘂濬7312 
天満蘂澤2311 

飯山蘂爛7696 

飯山蘂爛2012 
琴平蘂煬3497

まつむら医院 
香川クリニック 
三崎耳鼻科  
クリニック 

吉 馴 医 院  
塩田歯科医院 

　
最
近
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
何
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
香
川
県
は
糖
尿
病
死
亡
率
が
全

国
五
位
（
二
〇
〇
四
年
）
と
非
常
に

高
い
の
が
特
徴
で
す
。
死
因
別
に
み

て
糖
尿
病
は
全
体
の
一
％
で
は
あ
り

ま
す
が
、
万
病
の
も
と
で
あ
る
の
も

事
実
で
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
最
近
こ

の
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
密
接
な
関
係

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
、糖
尿
病
の
人

は
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
歯
周
病
に
な
る
と
、

糖
尿
病
の
症
状
が
悪
化
す
る
と
い
う

逆
の
関
係
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。つ
ま
り
、糖
尿
病
と
歯
周
病
は

相
互
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
未
解
明
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―

α
」
と
い
う
物

質
の
関
与
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
歯
周
病
が
ま
き
散
ら
す
内
毒
素
が

血
中
に
入
る
と
、
脂
肪
組
織
や
肝
臓

で
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―

α
の
産
生
が
強
力
に
推

し
進
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―

α
は
炎
症
を
活
発
化
さ
せ
る
と
同
時

に
、
血
液
中
の
糖
分
の
取
り
込
み
を

抑
え
る
働
き
も
あ
る
た
め
、
血
糖
値

を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
邪

魔
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、

歯
周
病
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―

α
の
分
泌
を
活

発
に
す
る
こ
と
で
血
糖
値
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
悪
化
さ
せ
、
結
果
的
に
糖

尿
病
の
発
症
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

　
歯
周
病
の
予
防
に
は
、
口
の
中
を

清
潔
に
保
つ
こ
と
が
最
も
大
切
で
す

が
、
口
腔
ケ
ア
を
自
分
一
人
で
き
ち

ん
と
行
う
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
症
状

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
健
康
だ
と

思
っ
て
い
る
人
で
も
、
定
期
的
に
歯

科
を
受
診
し
、
専
門
家
に
よ
る
口
腔

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
市
が
行
っ
て
い
る
成
人
歯
科
健

康
診
査
で
は
、
歯
周
病
の
簡
易
チ
ェ

ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象

者
は
ぜ
ひ
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

 

 
ひまわりセンター 蘂濆８８０６
綾歌保健福祉センター 蘂燉６６００
飯山総合保健福祉センター 蘂爛１５７１ 

●マタニティバッジを 
　ご利用ください 

　外見から 

妊婦と分か 

りにくい妊 

娠初期の女 

性への配慮 

を呼び掛ける「マタニティバ

ッジ」を作成しました。11月

から、各保健福祉センターで

母子健康手帳の交付時にお渡

ししますので、ぜひご活用く

ださい。 

　このバッジを着けた人を見

掛けたときは、公共交通機関

では座席を優先的に譲る、近

くでの喫煙を控えるなど、み

なさんのご協力をお願いしま

す。 

●赤ちゃん健診メモ 

　対象者には個別に通知しま

すが、通知が届いていない人

は、市健康課へご連絡くださ

い。 

《3か月児健康診査》 
◯ひまわりセンター 

　とき＝11月14日貂、24日貊・

午前９時半～10時半 

◯飯山総合保健福祉センター 

　とき＝11月８日貉・午後１

時15分～１時45分 

《1歳6か月児健康診査》 
◯ひまわりセンター 

　とき＝11月９日貅、22日貉・

午後１時半～２時半 

◯綾歌保健福祉センター 

　とき＝11月17日貊・午後１

時15分～１時35分 

《3歳児健康診査》 
　３歳６か月から３歳７か月

までの幼児を対象に行います。 

◯ひまわりセンター 

　とき＝11月16日貅、30日貅・

午後１時半～２時半 

◯綾歌保健福祉センター 

　とき＝11月17日貊・午後１

時40分～２時 

◯飯山総合保健福祉センター 

　とき＝11月15日貉・午後１

時15分～１時45分 

●母　子　保　健 

《0歳児の広場》 
　対象＝乳幼児と保護者蜴と

き＝ひまわりセンター：11月

13日豺・午前10時～11時半、綾

歌保健福祉センター：11月16

日貅・午前10時～11時半、飯

山総合保健福祉センター：11

月１日貉・午前10時～11時半蜴

内容＝自由遊び、計測、交流、

育児教室、言語聴覚士による

講演会（綾歌のみ） 

《まなび広場》 
　対象＝乳幼児と保護者蜴と

き＝綾歌保健福祉センター：12

月１日貊・午前10時～11時半、

飯山総合保健福祉センター：11

月30日貅・午前10時～11時半

　飯山では、食育の講演会を

します。託児（定員10人）を

希望する人は、事前に飯山総

合保健福祉センターへお申し

込みください。 

《赤ちゃんを迎える教室》 
　受付時間は開始前20分間で

す。事前に飯山総合保健福祉

センターへお申し込みくださ

い。 

　対象＝妊婦および家族蜴と

き＝11月12日豸・午前９時～

正午蜴ところ＝飯山総合保健

福祉センター 

●献血にご協力を 

　本人確認の 

ため、身分証 

明書などをご 

持参ください。 

　対象＝16歳以上70歳未満の

健康な人蜴とき＝11月12日豸・

午前10時～正午、午後１時～

３時半蜴ところ＝飯野コミュ

ニティセンター 

●成人・老人保健 

《がんばれ現役！ 健康講座》 
　11月17日貊までに、ひまわ

りセンターへお申し込みくだ

さい。 

　対象＝基本健康診査受診者

蜴とき＝11月24日貊・午前９

時半～11時半蜴ところ＝ひま

わりセンター蜴内容＝お城を

歩こう蜴講師＝渡辺マキさん

（健康運動指導士） 

《生活習慣病予防個別相談》 
　事前にひまわりセンターへ

お申し込みください。 

　とき＝11月６日豺、12月１

日貊・午前９時～午後４時蜴

ところ＝ひまわりセンター 

《栄養相談》 
　事前に各保健福祉センター

へお申し込みください。 

　とき＝綾歌保健福祉センタ

ー：11月16日貅・午前９時～

午後４時、飯山総合保健福祉

センター：11月14日貂・午前

９時～午後４時 

《健康相談》 
　血圧測定、体脂肪測定など

ができます。 

　とき＝綾歌保健福祉センタ

ー：11月２日貅・午後１時～

４時、飯山総合保健福祉セン

ター：11月10日貊・午前９時

半～11時半 

《こころの健康相談》 
　精神科医または精神保健福

祉士が個別に相談に応じます。

事前に綾歌保健福祉センター

へお申し込みください。 

　とき＝11月16日貅・午後２

時～５時蜴ところ＝綾歌保健

福祉センター 

《はじめての運動教室》 
　対象＝40歳以上で日ごろ運

動習慣のない人蜴とき＝11月

７日貂・午前10時～11時半蜴

ところ＝ひまわりセンター蜴

内容＝体幹を鍛える体操、ミ

ニ体力測定、いすを使った体

操蜴講師＝健康運動指導士 

《すこやか体操教室》 
　対象＝40歳以上の人蜴とき

＝11月１日貉・午前10時～11

時蜴ところ＝綾歌保健福祉セ

ンター蜴内容＝腰痛について

蜴講師＝理学療法士 

《胃がん・子宮がん・乳がん
検診》 
　事前に各保健福祉センター

へお申し込みください。 

　とき＝ひまわりセンター：

11月15日貉・午前９時～11時、

飯山総合保健福祉センター：

11月９日貅・午前９時～11時

《歩行プール夜間説明日》 
　前日までに、飯山総合保健

福祉センターへお申し込みく

ださい。 

　対象＝40歳以上の人蜴とき

＝女性：11月８日貉蜴・午後

６時～７時、男性：11月９日

貅・午後６時～７時 

　平日の午後も随時説明して

います。飯山総合保健福祉セン

ターにお問い合わせください。 
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＋救急医療機関  
蘂澹3111 
蘂澹5555 
蘂澪2525

香 川 労 災 病 院  
麻 田 総 合 病 院  
中野外科胃腸科  

小児救急電話相談 

蘆土・日曜日、祝日、１２月３１日～
　1月3日・午後7時～１１時 
蘆電話番号＝087－861－2335

く
う 

ご
存
知
で
す
か
？ 

　

メ
タ
ボ
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ロ
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と 

　
　
　

歯
周
病
の
意
外
な
関
係 

丸　亀　市 
歯科医師会 



10.3

10.8～ 

　平成18年度の職員採用試験

を次のとおり行います。 

《受付期間》 
11月１日貉～14日貂・午前９

時～午後４時（ただし、郵送

の場合は11月10日貊までの消

印で「速達扱い」のものに限

ります） 

《提出方法》 
持参もしくは郵送 

《提出先》 
●持参の場合：市役所本館４

階職員課（土・日曜日、祝日

は除く） 

●郵送の場合：〒763-8501市

職員課（封筒の表左下に朱書

きで「受験申込書在中」と記

入） 

《提出書類》 
①受験申込書②自筆履歴書③

受験番号票（２通）④返信用

封筒（２通、切手不要、あて

先を明記のこと）⑤上半身写

真（縦４襤×横３襤、２枚）

⑥外国籍の人は、外国人登録

証明書の写しなど、在留資格

を証明する書類 

※①から④までの指定の用紙

および試験案内は、市役所案

内所、綾歌市民総合センター

総務課、飯山市民総合センタ

ー総務課またはハローワーク

丸亀にあります。 

《第１次試験日》 
11月26日豸・午前８時半受け

付け 

《試験会場》 
丸亀市大手町二丁目３番１号

丸亀市役所 

図書館だより 

17 16

中央図書館　蘂澤３７４６／綾歌図書館　蘂燉５９１５／飯山図書館　蘂爛２６６６ 

1．赤　い　指 
2．名もなき毒 
3．三年坂 火の夢 
4．風の墓碑銘 
5．旅の記録楽しい残し方 

（東野圭吾） 
（宮部みゆき） 
（早瀬　乱） 
（乃南アサ） 

 
（樋口　聡） 

 

ベストリーダー5

１１月の休館日 

■ブックバンク 
　とき＝１１月１９日豸・午前１０
時～午後2時蜴ところ＝中央図
書館 

■おはなし会 
《図書館うさぎ》 
　とき＝１１月4日貍・午後2
時蜴ところ＝飯山図書館おはな
し室 
《綾歌おはなし会ぶんぶん》 
　とき＝１１月１８日貍・午後2
時蜴ところ＝綾歌図書館図書ギ
ャラリー 
《丸亀おはなしの会くれよん》 
　とき＝１１月２５日貍・午後3
時蜴ところ＝中央図書館おはな
しのへや 

■ブックスタート 
　市内に住むすべての赤ちゃん
と保護者を対象に、3か月児健康
診査時にお勧めの絵本をお渡し
します。3か月児健康診査の日
程は、１５詆をご覧ください。 

◆中央図書館 
　3日、１３日、２３日、２７日、３０日 
◆綾歌・飯山図書館 
　3日、6日、１３日、２０日、２３日、 
　２７日、３０日 
 

垂水保育所 
ひつじケ丘保育園 
川原自治会館 
垂水コミュニティセンター東 
垂水田井 
城辰保育所 

9:00～10:00 
10:10～10:50 
11:00～11:40 
13:20～14:00 
14:10～14:50 
15:00～16:00

飯野保育所 
JA飯野支店 
田潮八幡神社 
青ノ山保育所 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:50 
15:00～16:00

郡家幼稚園 
郡家郵便局前 
三条中村 
郡家八幡下 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
14:50～15:50

JA川西支店 
ふたば乳児保育園 
郡家大林下 
郡家原 
三船病院西 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:20～14:00 
14:20～15:10 
15:20～16:00

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:20～15:20 
15:30～16:00

城南保育所 
山北八幡神社前 
城東幼稚園 
土器川古 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

原田保育所 
原田団地公園 
JA城南原田出張所 
金倉保育所 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

丸亀城南虎岳幼稚園 
丸亀ひまわり保育園 
城辰幼稚園 
土居保育所 

9:00～10:00 
10:10～11:10 
11:20～11:50 
13:30～14:30 
15:00～16:00

平山保育所 
塩屋北保育所 
中津町徳行寺北 
城坤幼稚園北 
塩屋保育所 

1
　
日
 

2
　
日
 

7
　
日
 

8
　
日
 

9
　
日
 

１０
　
日
 

１４
　
日
 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

綾歌栗熊保育所 
綾歌富熊保育所 
あやうた幼稚園 
富熊コミュニティセンター 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～15:50

綾歌岡田保育所 
岡田コミュニティセンター 
飯山三谷団地 
ゆうとぴあ綾歌 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

飯山南保育所 
飯山亀山神社 
飯山南幼稚園 
上法軍寺児童館 

9:30～10:30 
10:40～11:40 
13:30～14:30 
15:00～16:00

飯山北第一保育所 
ドルカス乳児保育所 
飯山北幼稚園 
飯山子育て支援センター 

10:50～11:40 
13:10～13:50 
14:00～14:30 
15:00～15:30 
15:40～17:00

青木集会所 
広島甲路 
広島釜の越 
広島茂浦 
JA広島支店 

１７
　
日
 

13:00～16:00広島町小手島内 １６日 

２２
　
日
 

２４
　
日
 

２８
　
日
 

２９
　
日
 

１５
　
日
 

9:10～  9:30 

9:40～10:00 

10:10～10:40 

13:10～13:50 

14:10～15:00

生ノ浜海岸 

福田海岸前 

本島大浦・小阪 

笠島海岸前 

本島市民センター 

２１
　
日
 

と　き 
●１１月4日貍 
　午前10時～午後８時 
●１１月5日豸 
　午前９時～午後２時15分 
ところ　アイレックス 
内　容 
・焼肉パーティー(4日) 
・ステージイベント 
・作品展示 
・菊花展・物産展 
・青空市・バザー　など 
同時開催 
　健康まつりinまるがめ 
　（5日･午前9時～午後2時） 

※詳しくは、広報まるがめ10

　月号をご覧ください。 

ＡＥＤ寄贈で地域の救命活動に貢献 

　丸亀京極ライオンズクラブが結成３０周年記念事業の一環
としてＡＥＤ（自動体外式除細動器）4台を市に寄贈しまし
た。ＡＥＤは心臓突然死を防ぐため電気ショックで心臓を
正常に戻す機器。寄贈されたＡＥＤは、綾歌・飯山市民総
合センター、本島・広島市民センターに設置されました。
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生きた証し 戦没画学生作品展を開催 

　戦争で描くことの願いを絶たれた画学生の作品を展示し
た「無言館展」が、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館で開かれて
います。同展では、無言館（長野県上田市）所蔵の絵や彫刻
１２１点と手紙などの遺品を紹介。愛する家族や故郷を描いた
作品が、生きることの大切さを来館者に語りかけています。 

2006菊フェスティバル 

エ ピ タ フ  

職 員 課 
蘂濆8802市職員採用試験についてお知らせします 

試験の種類 年　　　齢 人 数  職 種  

1人 
程度 

6人 
程度 

建　築 

保育士 

受 験 資 格 な ど 

上級試験 

中級試験 

昭和５２年4月2日か
ら昭和６０年4月1日
までに生まれた人 

昭和５４年4月2日か
ら昭和６２年4月1日
までに生まれた人 

学校教育法による4年制の大学で建築
の専門課程を修めて卒業した人または
平成１９年3月までに卒業見込みの人（同
等の資格があると認める人を含む） 

保育士資格および幼稚園教諭免許状を
有する人または平成１９年3月までに取
得見込みの人 

ふる さと 

今
月
の
移
動
図
書
館
車 



bulletin board

●ふるさと健康ウォークin丸亀／とき＝１１月２３日豢・午前8時半丸亀城内資料館前芝生広場集合蜴コース＝→ →飯野山登山コース、中津方面コース蜴参加料＝無料蜴問い合わせ先＝市生涯学習課（蘂濆１３９２） 

市役所 〒７６３-８５０１丸亀市大手町二丁目3番1号・蘂澹２１１１（代表） 

◯は綾歌市民総合センターを、 
◯は飯山市民総合センターを 
表します。 
 

綾 

飯 

募　集 募　集 

催　し 催　し 
　平成19年度 
　市立幼稚園新入園児 

学校教育課 蘂濆８８２１　 
　平成19年度市立幼稚園新入

園児の募集を11月１日貉から

開始します。 

※旧綾歌町・飯山町の３歳児

入園には３点の条件があるの

でご注意ください（条件＝①

旧飯山町の３歳児はあやうた

幼稚園へ入園②旧飯山町の３

歳児は、４歳児になると住所

地の幼稚園に戻る③３歳児に

ついては、預かり保育とバス

通園は利用できない）。 

《対象》 
●１年保育＝平成13年４月２

日～平成14年４月１日生まれ

●２年保育＝平成14年４月２

日～平成15年４月１日生まれ

●３年保育＝平成15年４月２

日～平成16年４月１日生まれ

《入園先》 
●旧丸亀市の幼児＝３～５歳

児を旧丸亀エリアの幼稚園へ

（本島幼稚園は４・５歳児）

●旧綾歌町の幼児＝３～５歳

児をあやうた幼稚園へ 

●旧飯山町の幼児＝３歳児は

あやうた幼稚園へ。４・５歳

児は飯山南または飯山北幼稚

園へ。 

《受付期間》 
11月１日貉～21日貂・午前９

時～午後４時半（土・日曜日、

祝日を除く） 

　入園申込書は各幼稚園にあ

ります。また、幼稚園の概要

についても、各幼稚園と市学

校教育課に備え付けています。

幼稚園の様子について詳しく

知りたい人は、電話または直

接幼稚園を訪問して見学、ご

相談ください。 

●西 幼 稚 園───蘂澤４３３０
●城北幼稚園───蘂澤６１０７
●城坤幼稚園───蘂澤３９０１ 
●城東幼稚園───蘂澤３５８２ 
●城辰幼稚園───蘂濬７３０２
●郡家幼稚園───蘂濬７１１６
●本島幼稚園───蘂濕３４１６
●あやうた幼稚園─蘂燉３０１１
●飯山南幼稚園──蘂爛４０２４
●飯山北幼稚園──蘂爛４０２３ 
《あやうた幼稚園通園バスが
有料になります》 
　平成19年度は月額1,500円、

平成20年度から月額2,500円（片

道はそれぞれ半額）　 

　詳しくは、市学校教育課へ。 

　学校給食業務 
　民間活力検討委員 
学校給食センター 蘂澹２７７１　 

　学校給食のより効果的・効

率的な運営を調査および審議

するため、学校給食業務の民

間活力検討委員会の委員を募

集します。 

　資格＝市内に在住、勤務す

る20歳以上の人で、市のほか

の審議会委員などを二つ以上

務めていないこと蜴任期＝諮

問から答申までの期間（約１

年半の予定）蜴定員＝３人以

内蜴選考方法＝応募用紙（市

ホームページまたは教育委員

会総務課で入手可能）の記載

内容を総合的に審査し選考蜴

締め切り＝11月17日貊 

　申し込みなど詳しくは、市

学校給食センターへ。 

　バードウオッチング参加者 
環境課 蘂濆８８３６　 

　バードウオッチング（探鳥

会）に参加しませんか。小学

生以下の人は、保護者同伴で

参加してください。 

　とき＝11月11日貍・午前９

時～11時半蜴ところ＝土器川

生物公園蜴定員＝50人（申込

順）蜴参加料＝無料蜴締め切

り＝11月８日貉蜴申込先＝市

環境課 

●第4回本島町林野火災跡地 

　植林ボランティア 
企画課 蘂濆８８３９　 

　とき＝11月26日豸・午前７

時丸亀港合同待合所集合（午

後１時５分に丸亀港帰着予定）

蜴植林予定地＝本島町小阪地 

区林野火災跡地蜴定員＝250 

人程度（申込順）蜴締め切り

＝11月13日豺蜴駐車場＝市営

港駐車場、福島駐車場、駅前

地下駐車場（有料） 

　駐車料金、往復船賃（中学

生以上1,010円、小学生520

円）、弁当、飲み物、作業服、

雨具は各自用意してください。

荒天などで船が欠航する場合

は、12月３日豸に順延します。 

　詳しくは、市企画課へ。 
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お知らせ お知らせ 

　児童館へ行こう 
丸亀市児童館 蘂澹１０９１　 

《ビンゴゲーム》 
　申し込みが必要です。 

　対象＝幼児、小学生蜴とき

＝11月12日豸・午後２時～３

時蜴ところ＝丸亀市児童館（ま

なびらんど３階）蜴定員＝20

人蜴参加料＝無料 

　ゆめネットワーク朗読劇 
男女共同参画室 蘂濆８８３９　 

　ゆめネットワークによる朗

読劇「ひまわり～ＤＶをのり

こえて」を開催します。 

　一時保育（要予約・子ども

一人500円）があります。 

　とき＝11月25日貍・午前10

時蜴ところ＝まなびらんど２

階大広間蜴参加料＝無料 

　丸亀市芸術祭主催展覧会 
丸亀市文化協会 蘂濆８８２２　 

　それぞれ最終日は午後４時

までで、入場料は無料（茶会

はお茶券が必要）です。 

《絵画・書・彫刻・写真など》 
　とき＝11月１日貉～８日貉

（６日豺は休み）蜴ところ＝

まなびらんど（午前９時～午

後５時）、資料館（午前９時

半～午後４時半） 

《生花展》 
　とき＝11月３日豢～５日豸・ 

午前９時～午後５時蜴ところ

＝まなびらんど 

《茶会》 
　とき＝11月３日豢・午前10時

蜴ところ＝まなびらんど 

　くらしのセミナー 
生活課 蘂濆８８０９　 

　とき＝11月30日貅・午前10

時～11時半蜴ところ＝ひまわ

りセンター４階研修会議室蜴

演題＝「日本型食生活のすす

め～外国のベジタリアンと日

本の精進料理を考察する～」

蜴講師＝丸山恵子さん（郷土

料理研究家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成19年丸亀市成人式 
生涯学習課 蘂濆１３９２　 

　対象＝昭和61年４月２日か

ら昭和62年４月１日までに生

まれた人蜴とき＝平成19年１

月８日豢・午前11時開式蜴とこ

ろ＝飯山総合運動公園体育館 

　詳しくは、広報12月号でお

知らせします。 

　生涯学習課から 
生涯学習課 蘂濆１３９２　 

　10月１日豸から、飯山武道

館が学校施設として飯山中学

校武道場になりました。 

　使用などの問い合わせは、

飯山中学校内飯山中学校体育

施設開放運営委員会（蘂爛20 

27）へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　年末短期緊急融資の 
　受け付け 

商工観光課 蘂濆８８１６　 
　年末短期緊急融資を12月15

日貊まで受け付けています。

現在、市融資の借り入れをし

ている中小企業経営者も追加

の借り入れができます。申込

先は丸亀商工会議所（蘂澤23 

71）または丸亀市飯綾商工会

（蘂爛2236）です。お気軽に

ご相談ください。 

　対象＝①市内に事業所があ

る中小企業者、または市内に

１年以上住所がある個人事業

者で、引き続き６か月以上同

一事業を経営し、市税を完納

している人②香川県信用保証

協会の指定する業種であるこ

と③従業員数が、商業・サー

ビス業では５人以下、製造業・

その他では20人以下であるこ

と蜴融資額＝運転資金200万

円以内蜴利率＝年1.8％蜴保

証料（※）＝0.45～1.75％（約

定どおり期限内に完済した人

には、完済後３か月以内に申

請すれば保証料相当額の補給

金を交付）蜴返済期限＝１年

以内で毎月元金均等分割払い

蜴保証人＝県内に居住し、市

町村税を完納している人（二

人以上） 

※の保証料については、香川

県信用保証協会（蘂087-851-

0062）へお問い合わせくださ

い。 

　詳しくは、市商工観光課へ。 

職員採用試験のお知らせは 

１７詆に掲載しています。 

　　　　職員課 蘂濆８８０２ 

健やかに伸びよう 
　 伸ばそう青少年 

秋の火災予防運動 
１１月9日～１５日 

　11月は青少年健全育成
強調月間です。 
一人一人ができること
から始めましょう。 

 

 

 

 

 

 

少年育成センター 蘂澤６８８６ 

　「郷土の歴史を彩
った人々」（平成10
年発行）を販売して
います。 
蘆料　金＝600円 
蘆販売所＝市秘書広
　報課、市立資料館 

消さないで 
　あなたの心の 
　　　注意の火 

予防課 蘂澪４００４ 

◎住宅用火災警報器を設置 
　しましょう 

好評発売中！ 



蘂澤５３６６ 
URL http://mimoca.org
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館　蘂濆７７５５ 

─戦没画学生　いのちの叫び─ 
◆丸亀市少年少女合唱団（ＭＪＣ） 
団員募集中 

　見学大歓迎です。仲良く練習しませんか？ 
対　象＝小・中学生、 
　　　　高校生 
練習日＝毎週土曜日・ 
　　　　午前１０時～正午 
ところ＝市民会館大ホ 
　　　　ールほか 

◆丸亀シティフィルハーモニック 
　オーケストラ（ＭCO） ─ 好 評 発 売 中 ─  

蘂澹4141

URL http://www.marugame-hall.org/ 王子とこじき 
劇団四季のファミリーミュージカル 

　踊り、音楽、歌など本物の舞台演出で感じ

るミュージカルをお楽しみください。 

●と　き＝平成１９年1月１８日貅・午後6時半 
●入場料＝Ｓ席４,０００円/A席２,５００円 

　丸亀市を中心に演奏活動を行っているオーケ
ストラです。みなさんの入会をお待ちしています。 
　申し込み方法など詳しくは、市民会館へ。 Aó6800

と　き＝午前9時半～午後4時半 
　　　※月曜休館　 
ところ＝資料館2階展示室 
入場料＝無料 
　民具展示室では、団扇、食、住、 
運搬用具について展示しています。 

「丸亀の歴史」展 

資料館ガイド 

１２月１７日豸まで（会期中無休） 

１１月２３日豢は開館１５周年記念 
無料開放日 

無言館展 

結城久《自画像》 

と　き＝１１月２３日豢・午後2時 
ところ＝美術館2階ミュージアムホール 
講　師＝野見山暁治さん（無言館顧問・画家） 
定　員＝１７０人（先着順） 
参加料＝無料 

《無言館展記念講演会》 

おもしろクッキー～クリスマスのかざりをつくろう～ 
対　象＝小・中学生 
と　き＝１２月9日貍、１０日豸・ 
　　　　午前１０時～午後1時半（いずれか1日） 
参加料＝無料 
締め切り＝１１月２４日貊 

《ミモカ子どもワークショップ》 

と　き＝１１月２５日貍・午後2時 
ところ＝美術館1階受付前集合 
参加料＝無料（展覧会チケットが必要） 

《常設展キュレーターズ・トーク》 

ネットワーク ネットワーク 
お知らせ・募集・催し 

　 年末調整・確定申告には 
　 社会保険料控除証明書を 

　国民年金保険料は、納付し

た全額が社会保険料控除の対

象となります。申告する際は、

今年１年間に納付した国民年

金保険料を証明する書類の添

付が必要です。 

　このため、生命保険会社など

が発行する控除証明書と同様

に、１年間に納付した国民年金

保険料の額を証明する「社会保

険料（国民年金保険料）控除証

明書」（はがき）が、社会保険庁

から毎年11月上旬に送付され

ます。証明内容は今年１月から

10月２日までに納付された国

民年金保険料額と、年内に納付

が見込まれる場合の納付見込

額です。ただし、10月3日以降

に今年初めて保険料を納付す

る人は、翌年２月上旬に同様の

証明書が送付されます。 

　詳しくは、「社会保険料（国 

民年金保険料）控除証明書」に

記載の問い合わせ先または、

香川社会保険事務局善通寺事

務所（蘂烝1660）へ。 

 

　 労災病院公開健康講座 
 

　とき＝11月16日貅・午後１時

半～３時蜴ところ＝香川労災

病院管理棟３階会議室蜴演題

＝内視鏡でうつる病気－消化

器疾患最新情報と当院内視鏡

での安全対策蜴講師＝寺西浩

司さん（香川労災病院消化器内

科部長）、岡本澄美子さん（香

川労災病院内視鏡技師）蜴受講

料＝無料蜴問い合わせ先＝香

川労災病院総務課（蘂澹3111） 

　 女性の人権ホットライン 
　 全国一斉強化週間 

　とき＝11月13日豺～19日豸・ 

午前８時半～午後７時半（た

だし、土・日曜日は午前10時

～午後５時）蜴相談員＝香川

県人権擁護委員連合会男女共

同参画社会推進委員会所属の

人権擁護委員蜴相談電話番号

＝0570-070-810、087-821-6181 

　 国際ソロプチミスト 
　 チャリティーバザー 

　とき＝11月12日豸・午前10

時～午後４時蜴ところ＝市民

会館蜴内容＝衣料・食品の販

売、喫茶コーナー、絵手紙展蜴

問い合わせ先＝市秘書広報課

（蘂濆8800） 

→弁当、水筒、雨具などé締め切り＝１１月１０日ªé問い合わせ先＝市秘書広報課（AX８８００） ●五色台クリーンハイキング／とき＝１１月１９日豸・午前8時市民会館前集合é参加料＝無料é持ち物＝→ 
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　 まるがめボランティア楽校 
 

　とき＝11月19日豸・午前９

時半～午後４時蜴ところ＝ひ

まわりセンター蜴内容＝ボラ

ンティア団体の活動体験蜴参

加料＝無料蜴締め切り＝11月

９日貅蜴申込先＝丸亀ボラン

ティア協議会（蘂澤7625） 

　 暮らしに役立つ 
　 家電製品安全講座 

　家電製品協会の主催で、家

電製品を正しく上手に使い、

安全で快適な暮らしに役立て

るための講座を開催します。

　とき＝11月17日貊・午前10時

～11時半蜴ところ＝飯山総合

学習センター蜴定員＝40人蜴

受講料＝無料蜴申込先＝飯山

総合学習センター（蘂爛3319） 

　 平成18年度 
　 自衛隊生徒採用試験 

　資格＝中学校卒業（見込み

を含む）の17歳未満の男子蜴

第１次試験日＝平成19年１月

13日貍蜴受付期間＝11月1日

貉～平成19年１月９日貂蜴問

い合わせ先＝自衛隊丸亀地域

事務所（蘂澹6420） 

 

　 ボーイスカウト 
 

《丸亀第2団入団説明会》 
　対象＝小学１年生以上の男

女（来春小学生になる幼児を

含む）蜴とき＝11月５日豸・

午後１時～３時蜴ところ＝丸

亀城内資料館前蜴問い合わせ

先＝市秘書広報課（蘂濆8800） 

 

　 エコ丸工房へ行こう 
 

《一般向けリサイクル講座》 
　11月18日貍＝古布で作る防

災ずきん蜴19日豸＝廃木材で

作るクリスマスパズル蜴25日

貍＝古布で作るショルダーバ

ッグ 

《小学生親子向けリサイクル
講座》 
　11月12日豸＝自転車の整備

点検体験 

　申し込みなど詳しくは、クリ

ントピア丸亀（蘂炬1144）へ。 

　 第6回 
　 笠島まち並ふれあい祭 

　とき＝11月23日豢・午前10

時～午後５時蜴ところ＝本島

町笠島まち並保存地区内ほか

蜴内容＝青山賢信さん（大阪

工業大学教授）による笠島ま

ち並集落の説明、入江幸一さ

ん（郷土史家）による本島の

歴史講演会、ハイキングなど

　当日は、塩飽勤番所、まち並

保存センター、文書館を無料開

放します。また、丸亀・本島間

の船の増便があります。詳しく

は、ＮＰＯ法人本島町笠島まち

並保存協力会（蘂濕3222）へ。 

　 香川看護専門学校 
　 平成19年度学生 

《第二看護学科（2年課程）》 
　試験日＝平成19年１月21日

豸蜴定員＝40人蜴受付期間＝

12月18日豺～平成19年１月12

日貊蜴申込先＝香川看護専門

学校（蘂烙6161） 

し わ く  
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＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 

納付は便利な口座振替で 

情報 情報

●市の人口（１０月1日現在）前月比 

　人　口１１０,０８９人（－１５） 
　　男　  ５３,１６６人（－１０） 
　　女　  ５６,９２３人（－  ５） 
　世帯数  ４１,１６６世帯（－２７） 

●交通事故（9月） 

　事　故１０１件 
　死　者   １人 
　負傷者１３４人 
●救急出場件数  
　　　　３６７件 
●火災の発生  
　　　　   ６件 

　 高齢者インフルエンザ 
　 予防接種 

健康課 蘂濆８８０６　 
　市では、高齢者の希望者に

対し、インフルエンザの予防

接種を行います。 

　申し込み資格＝①丸亀市に

住民票がある、接種日現在65

歳以上の人②丸亀市に住民票

がある、接種日現在60歳以上

65歳未満の人で、心臓、じん

臓もしくは呼吸器の機能、ま

たはヒト免疫不全ウイルスに

よる身体障害者手帳１・２級

の人蜴実施期間＝11月１日貉

～12月31日豸（年末休みが医

療機関で異なりますので、ご

注意ください）蜴実施場所＝

市内の医療機関（右表参照）

または県内の実施医療機関（市

外での接種希望の場合、必ず

事前に市健康課へお問い合わ

せください）蜴自己負担金＝

1,200円（２回目以降は全額

自己負担になります）。ただ

し、生活保護世帯の人は、申

請により自己負担金が免除に

なります。事前に各保健福祉

センターまたは本島市民セン

ター、広島市民センターへ申

し出てください蜴持参する物

＝①の人：健康保険証、②の

人：健康保険証と市発行の証

明書蜴申し込み方法＝事前に

電話で医療機関へ予約してく

ださい 

 　 関節リウマチ講演会 
 
　とき＝11月30日貅・午後１

時半蜴ところ＝ひまわりセン

ター４階研修会議室１、２蜴

演題＝リウマチ患者の腎臓疾

患について蜴講師＝瀬戸邦雄

さん（宇多津クリニック院長）

蜴参加料＝無料蜴問い合わせ

先＝市秘書広報課（蘂濆8800） 

 　 太極扇をしませんか 
 
　とき＝11月12日からの毎月

第２、第４日曜日・午前10時蜴

ところ＝飯山総合学習センタ

ー蜴問い合わせ先＝市秘書広

報課（蘂濆8800） 

→川町）é集合＝市役所前・午前8時半é持ち物＝手袋、帽子、水筒、雨具などé問い合わせ先＝（AX８８００） ●１１月のサイクリング／整備された自転車でご参加ください。とき＝１１月１２日豸éところ＝長柄池（綾→ 
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　 平成19年産麦を作付けする 
　 認定農業者のみなさんへ 

　個人で品目横断的経営安定

対策に加入する人は、締め切

り（11月30日貅）が迫ってい

ますので、お早目に加入申請

手続きをお願いします。 

●申請受付窓口：中国四国農
政局香川農政事務所地域第1課

　所在地＝坂出市福江町2-2-3

蜴電話番号＝瀟5144蜴受付期

間＝11月30日貅まで（土・日曜

日、祝日を除く）・午前８時半

～午後５時15分 

●出張受付窓口：香川県中讃
農業改良普及センター 

　所在地＝善通寺市生野本町

1-1-12蜴電話番号＝烝1022蜴

受付期間＝11月30日までの毎

週水曜日・午後１時～５時 

　 石綿業務に従事した 
　 離職者の特別健康診断 

　申請に際し、事前に申請書

を入手し、申請者本人が記入

してください。申請者全員が

受診できるとは限りません。

　対象＝石綿業務に従事した

離職者で、①従事した作業が

特定できる②初回ばく露から

10年以上経過している③事業

場の廃業など何らかの理由で、

石綿健康診断を受診できない

④石綿に係る健康管理手帳を

所有していない人蜴受付期間

＝11月１日貉～17日貊蜴診断

料＝無料蜴申請先＝香川労災

病院（蘂澹3111）、香川成人医

学研究所（蘂瀘2311） 

　 MOA美術館 
　 中讃児童作品展 

　とき＝11月25日貍、26日豸・

午前10時～午後４時蜴ところ

＝坂出市民美術館（坂出市）蜴

入場料＝無料蜴問い合わせ先

＝市秘書広報課（蘂濆8800） 

 

 

　 湯沸かし器点検のお願い 
 

　パロマ工業㈱製瞬間湯沸か

し器による一酸化炭素中毒の

再発防止のため、対象機種の

点検、回収を実施しています。

ご家庭にある湯沸かし器を必

ずご確認のうえ、下記の型式

に該当している場合は、パロ

マ工業㈱にご連絡ください。 

●型式＝PH-81F、PH-82F、

PH-101F、PH-102F、PH-131F、

PH-132F、PH-161F 

●問い合わせ先＝パロマ工業

㈱フリーダイヤル（0120-314-

552） 

　 新体操 
　 エンジェルＲＧカガワ日中 

　指導者の劉宇（元中国ナシ

ョナルチーム所属）の下、子

どもたちが練習に励んでいま

す。体験教室実施中です。 

　とき＝毎週月曜日・午後４時

半～６時、毎週土曜日・午前10

時～11時半蜴ところ＝サンビ

レッジ土器川蜴問い合わせ先

＝市秘書広報課（蘂濆8800） 

　 善通寺看護学校 
　 学生祭公開講座 

　とき＝11月11日貍・午前10

時半～11時半蜴ところ＝善通

寺病院附属善通寺看護学校（善

通寺市）蜴演題＝おいしく食

べて健康に「あなたの食生活

大丈夫？」蜴参加料＝無料蜴

問い合わせ先＝善通寺看護学

校事務所（蘂烝3688） 

 

　 歩き遍路交流会 
 

　さぬき市の長尾寺から大窪

寺まで、約15襭の山道（山越

えあり）を歩きます。 

　とき＝11月12日豸蜴行程＝

午前７時ＪＲ丸亀駅集合→電

車を乗り継ぎ琴電長尾駅へ→

徒歩で大窪寺へ→大窪寺から

の帰路は路線バスを使用、午

後６時半丸亀駅解散蜴定員＝

20人（申込順）蜴参加料＝無

料（ただし、交通費は各自負

担）蜴持参する物＝弁当蜴問

い合わせ先＝（蘂濆8800） 

 

スポーツニッポンカップ 
　11/8π 9∫10ª11º12∂13∑  

GⅠ蒲郡モーターボート大賞 
《ボートピアのみナイター場外発売》 
　11º12∂13∑14∏15π16∫  

GⅠ江戸川モーターボート大賞《場外発売》 
　14∏15π16∫  

ＳＧ第9回競艇王チャレンジカップ 
　21∏ 22π 23¥ 24ª 25º 26∂  
GⅠ浜名湖53周年《場外併売》 
　30∫（～12/5∏） 

今月の表紙 

　昭和５０年代は、丸亀市で

も都市基盤を整備するため、

各地で道路整備が行われま

した。国道１１号田村池付近

のバイパス建設当時は、現

在と違い一面水田ばかりで

のどかな状況が伺えます。 

●市の面積 １１１.７９裄 

納期_１１月１０日～３０日 

国民健康保険税/4期分 
介 護 保 険 料/4期分 
（普通徴収分）　　　　 

じん 

　競艇場に関する各種情報・競
艇場内イベント予定などを掲載
しています。 
　ぜひ一度、アクセスしてみて
ください。新しい発見があるか
も……。 

まるがめ競艇ホームページ 

URL：http://www.infoweb. 
　　　　ne.jp/kohboh/smile/

りゅう ゆ 

医 療 機 関 名 
アイ眼科泌尿器科皮フ科医院 
麻 田 総 合 病 院  
石川整形外科クリニック 
石 田 医 院  
今 田 医 院  
岩 本 病 院  
大 久 保 内 科 医 院  
お お つ か 内 科 医 院  
大 西 外 科 医 院  
おかだ小児クリニック 
香 川 ク リ ニ ッ ク  
香 川 県 立 丸 亀 病 院  
香 川 労 災 病 院  
笠井外科胃腸科医院  
川井整形外科クリニック 
岸川脳神経外科医院  
岸 本 医 院  
厚 仁 病 院  
こうの内科クリニック 
こ は し 内 科 医 院  
小 山 ク リ ニ ッ ク  
篠 原 記 念 病 院  
柴田整形外科クリニック 
末 永 内 科 医 院  
須 　 内 科 医 院  
整形外科小児科安藤医院 
瀬 戸 内 ク リ ニ ッ ク  
田 村 ク リ ニ ッ ク  
辻 松 外 科 内 科 医 院  
中野外科胃腸科医院  
中 山 ク リ ニ ッ ク  
中 山 病 院  
西 紋 病 院  
ハ ヤ シ 外 科 医 院  
広 島 診 療 所  
広 瀬 医 院  
藤田耳鼻咽喉科医院  
ふ たご山クリニック  
ほそだこどもクリニック 
本 島 診 療 所  
ま つ む ら 医 院  
丸 亀 お のクリニック 

電話番号 
澹0099 
澹5555 
澹8100 
澤4857 
濬7526 
濬6311 
澹1377 
澤3667 
澤5627 
炳0707 
澤2311 
澤2131 
澹3111 
澹4666 
澹4010 
澪2828 
澤5629 
澹2311 
澹1119 
濬6110 
炳4976 
澹2205 
濬2700 
澤8125 
澹1030 
澤5496 
濬1511 
澤8391 
澤6718 
澪2525 
濆3000 
澹0231 
澤5205 
澹5115 
濔2111 
澹1641 
澪3311 
濆8000 
炳0111 
濕3111 
濬7312 
澤3902

医 療 機 関 名 
三浦内科みちこ小児科クリニック 
丸 亀 林 病 院  
三 谷 医 院  
三 船 病 院  
宮 野 病 院  
吉 田 病 院  
お お く ぼ 内 科 医 院  
大西内科循環器科医院 
くすはら整形外科・外科医院 
楠 原 内 科 医 院  
小 林 医 院  
し げ の ぶ 医 院  
和 田 内 科 医 院  
空 本 ク リ ニ ッ ク  
竹川整形外科クリニック 
眞鍋外科胃腸科医院  
みさき眼科クリニック 
三　耳鼻科クリニック 
宮 井 内 科 医 院  
杢 保 小 児 科 医 院  
吉 馴 医 院  
平川クリニック（１１月２２日から） 

電話番号 
澤7311 
澤8181 
澤4719 
澹2341 
澤3171 
澤8101 
燉6500 
爛2455 
燉2340 
燉3005 
燉3038 
燉6355 
燉6161 
炮7211 
爛2600 
炬8070 
爛7773 
爛7696 
爛7007 
爛2010 
爛2012 
爛0710



写真左上：渇水の年には各地で井戸が掘られた（昨年、飯山町） 
　　左下：短時間の大雨で氾濫した古子川（昨年7月、川西町） 
　　　右：１９７４年設置の滝宮地域気象観測所（AMeDAS/アメダス） 

◆多度津特別地域観測所における年降水量（高松地方気象台資料） 
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写真・文/石井　誠一 
降水量の変動 

●広告について詳しくは、市秘書広報課蘂濆８８００または市ホームページでご確認ください。 
●この広報紙は、四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯に配布しています。配布についてのお問い合わせは、同社薔０１２０-４９４４５９までご連絡ください。 
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　　干ばつと洪水  

24

降
水
量（
ミ
リ
） 

年 

11

　
今
年
の
夏
は
、
梅

雨
明
け
が
遅
く
日
照

不
足
と
な
り
、
梅
雨

明
け
後
は
晴
天
が
続

い
た
も
の
の
、
米
の

作
柄
は
平
年
を
や
や

下
回
っ
た
。
昨
年
は

梅
雨
時
の
降
雨
が
少

な
く
、
市
内
で
は
田

植
え
の
出
来
な
か
っ

た
地
域
が
あ
っ
た
。

　
過
去
百
十
数
年
の

多
度
津
の
気
象
観
測

資
料
に
よ
る
と
、
年

間
降
水
量
が
千
詬
未

満
の
年
は
、
し
ば
し
ば
干
ば
つ
の
年

に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
六
〜
八
月

の
降
水
量
が
稲
作
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）

は
六
六
二
・
〇
詬
で
最
少
と
な
っ
て

い
る
。
続
い
て
昭
和
十
四
年
（
一
九

三
九
）
も
六
九
八
・
三
詬
と
少
な
く
、

い
ず
れ
も
大
干
ば
つ
と
な
り
、
六
月

末
ま
で
に
田
植
え
が
終
わ
っ
た
の
は
、

県
下
の
半
分
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
各
地
に
井
戸
や
鑿
井
が
掘
ら
れ
、

水
の
確
保
が
図
ら
れ
た
が
、
乾
燥
し

て
い
る
用
水
路
で
は
水
が
田
に
届
く

前
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
田
の
地

面
は
ひ
び
割
れ
が
し
、

各
地
で
雨
乞
い
祈
願

が
行
わ
れ
た
り
、
炊

事
や
洗
濯
に
使
っ
た

水
を
土
瓶
に
入
れ
て

稲
の
株
元
に
注
い
だ

り
し
た
が
効
果
も
な

く
、
丸
亀
平
野
に
お

い
て
は
収
穫
皆
無
の

田
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。近
年
は
、用
水

路
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
な
り
、
水
田
面
積

が
減
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
戦
前
の
よ
う
な

悲
惨
な
状
況
は
減
少
し
た
。 

　
年
降
水
量
の
最
多
値
は
、
大
正
十

二
年（
一
九
二
三
）の
一
七
一
四
・
二

詬
で
あ
る
。
短
時
間
に
集
中
し
て
降

る
台
風
時
や
梅
雨
期
の
土
砂
降
り
の

雨
は
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
道
路

の
舗
装
や
用
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

化
が
進
み
、
市
街
地
の
空
き
地
は
、

駐
車
場
な
ど
に
舗
装
さ
れ
、
地
下
へ

の
水
の
し
み
込
み
が
悪
く
な
り
、
中

小
河
川
を
氾
濫
さ
せ
て
き
た
。
最
近

で
は
、
道
路
舗
装
に
透
水
性
舗
装
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 
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